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クリ家具用材の乾燥技術開発（Ⅱ）
－初期乾燥条件及び乾燥時間の違いによる水分傾斜－

１　はじめに
　クリ家具用材の人工乾燥における初期乾燥条件
及び乾燥時間の違いによる水分傾斜(表面と内部
の含水率差)を把握するため、表１の乾燥スケジ
ュールにより稼働する乾燥機内に、異なるステ
ップから試験体を入れ、それぞれ乾燥中の水分
傾斜を測定した。
２　試験方法等
(1) 供試材料
　県産クリ丸太(径33cm、長さ2.3m)の心材から得
られた板材３枚(A、B、C)を試験体とした。
　試験体Aはステップ１、試験体Bはステップ３、
試験体Cはステップ５から乾燥機内に入れた。
　なお、試験体BとCは、乾燥機に入れるまで
ラップフィルムで覆った上で、冷蔵室で保管し、
乾燥機に入れる直前に長さ方向120cmに調製した。
・試験体寸法：厚さ４cm、幅12cm、長さ120cm
(2) 試験方法
　(株)新芝設備製蒸気式乾燥機を用いて、生材か
ら含水率８％まで乾燥した。試験体は、８列18
段(クリ板材：厚さ４cm、幅12cm、長さ200cm)の
桟積み内に入れた。
　試験体は、含水率30％、20％、８％時点および
イコーライジング48時間後に取り出し、両木口
を８cm切り捨てた上で、長さ２cmの試験片を採取
した。試験片は、木表と木裏を厚さ方向に１cm
ずつ除去した後、幅方向に５等分し、外側を表
層、材中心部を内層とした(図１)。採取した表層、
内層は全乾法により含水率を求め、平均を表層、
内層の含水率とした。また、試験体BとCは、長
さ方向の調製時に試験体を採取した付近から試
験片を採取し、上記と同様の方法で水分傾斜を
測定した。
３　結果
(1) 含水率の推移　(図２)
　試験体BとCは、試験体Aに比べ乾燥速度は大き
くなった。試験体BとCでは、わずかに試験体Cの
乾燥速度が大きくなった。
(2) 水分傾斜　(表２)
　含水率30％、20％時点では、初期乾燥条件が厳
しい試験体ほど水分傾斜が大きくなった。
　
　　　　

４　おわりに
　乾燥条件が厳しいほど乾燥速度は大きくなる
が、乾燥中の水分傾斜も大きくなる恐れがあ
る。したがって、より厳しい乾燥条件で乾燥
する場合は調湿処理の時間をより長く設定す
る必要があると考えられる。
　　　(担当　研究部　専門研究員　森　諒平)

　含水率８％時点で
は、試験体Cの内層
は含水率15％であり、
イコーライジングを48
時間実施しても、内層
の含水率は８％に達し
なかった。


